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神あかりでまちのにぎわいを
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・産業建設常任委員会
・まちの課題
・子ども議会
・町政を問う(９人が一般質問)
・まち・ひと・しごと！！
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(12人の子ども議員が
　　　まちづくりを問う)



29
年
度

決
算
を
審
査

29
年
度

決
算
を
審
査

29
年
度

決
算
を
審
査

決算額53億 4624万円決算額53億 4624万円決算額53億 4624万円決算額51億 5218万円決算額51億 5218万円決算額51億 5218万円
からから減　基金か基が減が減人住民税が人住人・法人・人・法・個人・法人住民税が減　基金か人 法人住民税が減　基金か人・法法個人 法人法人住民税が減減住民 がが住民税が減 基金から基民税法人住民税が減 基金から法人住民税が減 基金から基金個人・法個人・法個個 住住住住人人人人人人個人・法人住民税が減 基金から人・法人住民税が減 基金からら基金か基金か住民税が減住民税が減法人法人個人個人・・ のののののの れ増れ入れ入れり入り入り繰繰り入れ増繰り入れ増り れれ増れれ繰り入れ増り入れ増れ増れ増入入りり繰繰

軽自動車税・たばこ税軽自動車税・たばこ税軽自動車税・たばこ税ははははははは 収収増収増収増収増収収増収
個人・法人住民税が減　基金からの繰り入れ増

軽自動車税・たばこ税は増収
個人・法人住民税が減　基金からの繰り入れ増

軽自動車税・たばこ税は増収
個人・法人住民税が減　基金からの繰り入れ増

軽自動車税・たばこ税は増収

歳
入
歳
入
歳
入

・他会計からの繰入金 …………… ５億1030万円
・前年度からの繰越金 …………… ２億 1635万円
・諸収入 …………………………… １億8879万円
・分担金及び負担金 …………………… 6216万円
・使用料及び手数料 …………………… 1723万円
・財産収入 ………………………………  621万円
・寄付金 …………………………………  368万円

借入れ金（地方債の新規発行）

７億２５４２万円
・臨時財政対策債 …………… １億9122万円
・社会資本整備 …………………… 9690万円
・あけぼのパーク空調工事 ……１億2300万円
・認定こども園整備 ………………  9860万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

町　税

１８億８５５０万円

繰入金他 １０億４７２万円

・住民税（個人・法人ともに減） 
 　　　　　……… ６億6207万円
・固定資産税 … １１億4483万円
　　　　（住宅の造成で土地・家屋増）
・軽自動車税 ………… 2773万円
　　　　　　　（台数の増加により増）
　　　　　　　・　　　　　　　・たばこ税 …… 4982万円
　　　　　　　　　　（加熱式たばこの売上で増）
　　　　　　　  　・・鉱産税 …… 105万円

地方交付税

８億
　１８６０万円

（市町村の均衡を
　はかるための交付金）

国庫支出金

４億３９４９万円

（国が使用目的を
　特定した交付金）

県支出金
県税交付金など

２億４８５８万円

２億
２３９４万円（県が使用目的を

　特定した交付金）

約3.5億円の増加
（前年度比）

加増加く増く増きくきく大き大きで、大備で 大の整備の設の設の設な施な施たなたな新た新た  新新      施設の整備で、大きく増加施設の整備で、大きく増加大大新たな施設の整備で、大きく増加新たな施設の整備で、大きく増加たたたな施設の整備で、大きたな施設の整備で、大きのの新たな施設の整備で、大きく増新たな施設の整備で、大きく増のの新たな施設の整備で、大きく増新たな施設の整備で、大きく増なな新たな施設の整備で、大きく増新たな施設の整備で、大きく増なな のの ききききたな施設の整備で、大きくな施設の整備で、大きくくくのの施施施施施設の整備施設の整備備備なな施施施施たな施たな施施施新たな施設の整備で 大きく増加新たな施設の整備で 大きく増加加加増増くくきき大大で、で整備整備のの施設施設ななたた新新 で、大きく増
　　　（認定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など）ンター 空調・（（（認定こども園、消防センタ 、空調 太陽光設備など定こども園、消防センタ 、空調 太陽光設備など（ こども園、消防センター、空調・太陽光設こども園、消防センタ 、空調 太陽光設調・太調認認認定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など）認定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など（認定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など）（認 こ定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など

      新たな施設の整備で、大きく増加
　　　（認定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など）

      新たな施設の整備で、大きく増加
　　　（認定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など）

      新たな施設の整備で、大きく増加
　　　（認定こども園、消防センター、空調・太陽光設備など）

歳
出
歳
出
歳
出

教育・生涯学習 (学校教育など)

健康づくり・福祉

１２億
　　５３３３万円

１３億
  ６５４７万円

１０億４４１１万円

防災・行政事務・その他

７億３９２９万円

６億
 ４３４３万円

・総務費 ……………………… ５億2827万円
・消防費 ……………………… ２億  127万円
・災害復旧 …………………………  975万円

将来への積立て

１億６５５万円
・中央公民館建設 … 2675万円
・まちづくり基金 … 189万円
・財政調整基金
　　　……… 2766万円
・減債基金 … 5025万円

（子育て、障害福祉など）

まちづくり

地方債の返済
（元金・利子）

約３.7億円の増加 
（前年度比）

・土木費 …… ４億9121万円
・農林水産業費
　　　　 …… ２億7114万円
・環境衛生費
　　　     …… ３億1108万円
・商工費 ………… 6109万円
・議会費 ………… 7140万円
・上水道繰出金 … 4741万円

◎ 

自
主
財
源
が 

54
％

◎ 

依
存
財
源
が 

46
％

 

・
財
政
力
指
数　

0.7

　
（
需
要
額
に
占
め
る
収
入

　

額
の
割
合
い
。１
を
超
え

　

る
と
財
政
に
余
裕
あ
り
）

 

・
経
常
収
支
比
率 

91.

9
％

　
（
一
般
財
源
に
占
め
る
経

　

費
の
割
合
い
。１
０
０
に

　

近
い
と
硬
直
化
）

 

・
実
質
公
債
費
比
率　

6.6
％

　
（
公
債
費
の
占
め
る
割
合
）

財
政
の
構
造
は

　
　
　
　
　
（
歳
入
）

財
政
は
健
全
か

地
方
債
の
残
高
は

（約 8700 万円の減収）（約３億円増）

（約１億円減）

（約 1200 万円減）

（約 3700 万円減）

29年度　地方債（万円）

新規借り入れ　７億2542

返済（元金）　　５億9586

前年度比 　増   １億2956

現在高　　　５３億4728

教
育
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、

公
債
費
が
大
き
く
増
加

　（
新
た
な
施
設
の
整
備
、認

　

定
こ
ど
も
園
、
消
防
セ
ン

　

タ
ー
、
太
陽
光
発
電
設
備
、

　

空
調
設
備
な
ど
）

人
件
費
、
扶
助
費
　
（
義
務
的

　

経
費
）

　

２
・
５
億
円
増
加

建
設
事
業
費（
投
資
的
経
費
）

　

３
・
７
億
円
増
加

歳
出
の
構
成
は

基
金
の
残
高
は

減債基金
財政調整基金
中央公民館建設基金
社会福祉基金
まちづくり基金

7220
９億  526
６億4365
１億4355

492

現在高区　分 （万円）
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決
算
委
員
会

決
算
委
員
会

・社会福祉　　　　　　
　　 …… ６億6825万円
・児童福祉　　　　　　
 　　…… ６億  692万円
・保健衛生　　　　　　
 　　………… 9030万円

保・幼の一元化保・幼の一元化保・幼の一元化

認定こども園認定こども園認定こども園

・幼稚園 …………………………… 6722万円
・小学校 ……………………… １億7913万円
・中学校 …………………………… 8963万円
・生涯学習 …………………… ６億1065万円
・事務費 …………………………… 9748万円

太陽光パネル太陽光パネル太陽光パネル

あけぼのパーク多賀あけぼのパーク多賀あけぼのパーク多賀

体いきいきと体いきいきと体いきいきと

ふれあいの郷ふれあいの郷ふれあいの郷

歳出

教育費教育費

２０.３％２０.３％
教育費

２０.３％
教育費

２０.３％

土木費　土木費　９.５％９.５％土木費　９.５％土木費　９.５％

民生費

２４.７％
民生費

２４.７％

衛生費

８.７％
衛生費

８.７％

総務費 １０.２％総務費 １０.２％

災害復旧費　０.２％災害復旧費　０.２％

借入金返済

（公債費）

１２.５％

借入金返済

（公債費）

１２.５％

農林水産費

５.３％
農林水産費

５.３％

商工費

１.２％
商工費

１.２％

消防費　３.９％消防費　３.９％

議会費 １.４％議会費 １.４％

諸支出金

 ２.１％
諸支出金

 ２.１％

地方交付税

１５.３％
地方交付税

１５.３％
地方交付税

１５.３％

町税

３５.３％３５.３％
町税

３５.３％
町税

３５.３％

国庫支出金

８.２％
国庫支出金

８.２％

借入金(町債)

１３.６％
借入金(町債)

１３.６％

繰越金 ４.０％繰越金 ４.０％

繰入金 ９.５％繰入金 ９.５％

諸収入 ３.５％諸収入 ３.５％

分担金及び負担金 １.２％分担金及び負担金 １.２％

使用料及び手数料 ０.３％使用料及び手数料 ０.３％

財産収入・寄付金 ０.２％財産収入・寄付金 ０.２％

県税交付金

３.３％
県税交付金

３.３％

地方特例交付金

 ０.１％
地方特例交付金

 ０.１％
地方譲与税

 ０.８％
地方譲与税

 ０.８％

県支出金

４.７％
県支出金

４.７％
県支出金

４.７％

５４.0％５４.0％５４.0％４６.0％４６.0％４６.0％

依依
存存

財財

源源

自自
主主

財財

源源
歳入
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危険な空き家危険な空き家危険な空き家

不法投棄の防止に不法投棄の防止に不法投棄の防止に

監視カメラ監視カメラ監視カメラ

今後の検討課題今後の検討課題今後の検討課題

勤労者体育センター勤労者体育センター勤労者体育センター

積極的な受診を積極的な受診を積極的な受診を

ストレッチ体操ストレッチ体操ストレッチ体操

　
　

歳
入
の
地
方
交
付
税
が    

　

減
っ
た
理
由
は

　
　

交
付
額
は
前
年
度
の
町  

　

税
収
入
に
基
づ
く
。
28
年    

　

度
は
町
税
収
入
が
多
か
っ

　

た
た
め
で
あ
る
。

　
　

た
ば
こ
税
が
増
収
と
な  

　

っ
た
理
由
は

　
　

加
熱
式
た
ば
こ
の
売
上

　

げ
だ
け
で
は
な
い
。
新
し

　

く
コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
た
こ

　

と
も
あ
り
、
約
２
６
０
０

　

０
箱
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。 　

　

空
き
家
の
除
却
は
４
件

　

だ
が
、
ど
こ
か

　
　

多
賀
２
件
、
小
原
１
件
、

　

萱
原
１
件
で
あ
る
。

　
　

６
町
行
政
シ
ス
テ
ム
共

　

同
利
用
の
負
担
額
は
高
額

　

だ
が
、
増
え
て
い
く
の
か

　
　

こ
の
負
担
金
は
、
11
年

　

間
の
債
務
負
担
が
設
定
さ

　

れ
た
契
約
に
基
づ
い
て
い

　

る
。
総
額
６
億
３
３
９
６

　

万
円
を
分
割
し
て
い
る
の

　

で
、
増
え
る
わ
け
で
は
な

　

い
。

　
　

近
江
鉄
道
の
存
続
問
題

　

は

　
　

県
が
再
編
を
検
討
し
て

　

い
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ル
会
社
が
再
編
計

　

画
を
示
す
。
各
市
町
が
負

　

担
金
を
検
討
す
る
こ
と
に

　

な
る
。　

　
　

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
太
陽

　

光
発
電
工
事
で
、
当
初
と

　

３
７
０
０
万
円
の
差
額
が

　

生
じ
た
理
由
は

　
　

環
境
省
か
ら
の
指
導
で
、

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
枚
数
を

　

減
ら
し
た
た
め
。

　
　

電
気
代
は
節
約
で
き
た

　

の
か

　
　

年
間
の
効
果
を
調
査
中
。

　
　

木
材
供
給
調
査
の
結
果

　

は

　
　

製
材
・
乾
燥
施
設
の
導

　

入
に
向
け
た
調
査
結
果
が

　

今
年
度
中
に
出
る
。

　
　

シ
カ
肉
の
販
売
状
況
は

　
　

大
口
の
販
売
は
中
止
し

　

て
い
る
が
、
高
取
山
、
学

　

校
給
食
に
使
用
し
、
道
の

　

駅
で
も
販
売
し
て
い
る
。

　
　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は

　
　

大
君
ケ
畑
と
萱
原
に
監

　

視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
投

　

棄
は
減
っ
た
。

　
　

集
落
除
雪
は

　
　

多
賀
と
富
之
尾
に
、
重

　

機
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

　
　

木
曽
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー

　

で
の
除
雪
を
補
助
し
て
い

　

る
。

　
　

融
雪
剤
散
布
は

　
　

車
で
の
散
布
は
、
塩
化

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
。
袋
入
り
の

　

も
の
は
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
。

　
　

保
育
園
の
正
規
職
員
と

　

臨
時
職
員
の
数
は

　
　

正
規
職
員
が
23
人
。

　

臨
時
職
員
が
31
人
。

　
　

働
き
方
改
革
の
影
響
は

　
　

32
年
度
か
ら
新
制
度
に

　

な
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費

　

の
ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　

指
導
員
の
配
置
は

　
　

所
長
１
人
、
常
勤
５
人
、

　

補
助
員
４
人
の
交
代
制
。

　
　

中
学
校
ト
イ
レ
改
修
は

　
　

八
幡
中
と
稲
枝
中
を
視

　

察
し
た
。
生
徒
に
は
ア
ン

　

ケ
ー
ト
を
実
施
。

　
　

改
修
の
イ
メ
ー
ジ
案
を

　

２
種
類
作
成
し
た
。

　
　

体
育
施
設
管
理
計
画
策

　

定
に
つ
い
て
。
勤
労
者
体

　

育
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

　
　

住
民
へ
の
意
識
調
査
で

　

は
、
８
割
が
統
合
す
べ
き

　

と
答
え
て
い
る
。
完
全
な

　

改
修
で
あ
れ
ば
、
１
億
９

　

０
０
０
万
円
か
か
る
と
示

　

さ
れ
た
。
大
規
模
な
改
修

　

は
考
え
て
い
な
い
。
ス
マ

　

ー
ト
イ
ン
タ
ー
や
駅
前
の

　

開
発
と
合
わ
せ
て
、
結
論

　

を
出
し
た
い
。

行政事務・防災行政事務・防災行政事務・防災
（総務・消防・集落支援
　公共交通・税務・会計）
（総務・消防・集落支援
公共交通・税務・会計）

（総務・消防・集落支援
　公共交通・税務・会計）
（総務・消防・集落支援
　公共交通・税務・会計）

福祉・健康づくり福祉・健康づくり福祉・健康づくり
（高齢者福祉・障害者福祉

児童福祉・母子保健・子育て支援）
（高齢者福祉・障害者福祉

児童福祉・母子保健・子育て支援）
（高齢者福祉・障害者福祉

児童福祉・母子保健・子育て支援）
（高齢者福祉・障害者福祉

児童福祉・母子保健・子育て支援）

教育・生涯学習教育・生涯学習教育・生涯学習
（幼児教育・学校教育
・図書館・公民館

博物館・スポーツ・文化財）

（幼児教育・学校教育
・図書館・公民館

博物館・スポーツ・文化財）

（幼児教育・学校教育
・図書館・公民館

博物館・スポーツ・文化財）

（幼児教育・学校教育
・図書館・公民館

博物館・スポーツ・文化財）

（万円）おもな決算項目（万円）おもな決算項目

（万円）おもな決算項目

決
算
特
別
委
員
会
 9
　10

 9
　11

（万円）おもな決算項目

ま ち づ く りま ち づ く りま ち づ く り
（農林水産業・商工・観光・
　　土木・環境衛生・災害復旧）
（農林水産業・商工・観光・
　　土木・環境衛生・災害復旧）
（農林水産業・商工・観光・
　　土木・環境衛生・災害復旧）
（農林水産業・商工・観光・
　　土木・環境衛生・災害復旧）

答 問

答 問答 問答 問

答 問答 問

答問答問答問答問

答 問

答 問問 答答 問

答 問

まちづくり活動支援（39集落）
自治振興交付金（2集落）
三朝町と友好都市盟約締結
ふるさと納税の返礼品（95件）
福祉バスの運行委託料
愛のりタクシー事業負担金（3路線）
路線バス運行補助（4路線）
若者定住支援（67件）
空き家対策（改修１件、除却４件）
６町行政システム共同利用負担金
彦根市消防へ事務の委託
多賀町消防団の活動費
災害対策（防災備品購入、防災会議）
地方債の返済（元金分）
　　〃　　　（利子分）

１８９５
９８２
１００
５９
４６１
１６３０
３７５５
５０１
２００
４５８９

１億　４４６
１９８５
５９２

５億９５８６
４７５７

配食サービス（９人分）
介護保険事業（特別会計へ）
後期高齢者医療事業（特別会計へ）
福祉医療費　　　　　　　　　
児童手当（０～15歳）
出産奨励祝い金（３人目から）
長寿祝い金
社会福祉協議会補助金
老人クラブ活動補助
地域サロン事業
障害児放課後児童クラブ
インフルエンザ予防接種
育児用品助成（粉ミルク・紙おむつ）
妊婦健診
不妊治療

２７３
１億２５０６
２９０３
６１２７

１億２２２５
１０５
９０

３０８１
９７
７１
２９４
６４３
１９９
５３９
９７

　
　

介
護
保
険
の
総
合
事
業

　

の
実
績
は
。
不
用
額
が
で

　

て
い
る
が

　
　

利
用
者
が
少
な
か
っ
た
。

　

不
用
額
が
で
な
い
よ
う
、　

　

予
算
の
精
度
を
高
め
た
い
。 　

　

臨
床
心
理
士
の
活
動
は

　
　

子
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン

　

タ
ー
と
小
中
学
校
で
カ
ウ

　

ン
セ
リ
ン
グ
を
す
る
。
育

　

児
や
不
登
校
な
ど
、
親
の

　

不
安
だ
け
で
な
く
、
友
達

　

関
係
な
ど
子
ど
も
の
相
談

　

に
も
対
応
。

　
　

児
童
手
当
の
支
給
方
法

　

と
対
象
は

　
　

年
３
回
支
給
す
る
。

　

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
約

　

９
０
０
人
に
支
給
し
た
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
補

　

助
は
何
人
分
か
。
一
人
当

　

た
り
の
補
助
単
価
は

　
　

１
７
６
３
人
分
。

　

一
人
当
た
り
３
６
４
０
円

　

の
補
助
。

答 問

答答答 問問問

がんばる商店応援補助金（９件）
観光名所ライトアップ事業
観光協会への補助
商工会への補助
農村まるごと保全対策補助（17団体）
環境保全型農業交付金（５団体）
中山間地農業支援（栗栖・霜ケ原ほか）
獣害防止対策補助（15団体・18個人）
有害鳥獣駆除業務
特産物生産補助（そば・ニンジン）　
町産材利用住宅補助（４件）
森林環境学習事業（やまのこ）
あけぼのパーク太陽光設備工事
道路橋梁費（絵馬通りほか）
公共下水道（特別会計へ繰出し）

１５２０
５００
５３０
７７０
１１８８
１３６７
１８１
５６１
１１３３
２１６
３７６
９７６

１億５４２０
２億１３９６
１億１１２７

中央公民館建設費（29年度分）
　　　〃　　　　（建築用木材調達）
　　　〃　　　　（解体設計業務）
小学校体育館耐震化ＬＥＤ化
中学生通学バス定期代補助
中学生海外研修（生徒８人）
中学校トイレ改修調査委託
認定こども園増改築工事
外国語指導委託
放課後児童クラブ運営費
あけぼのパーク空調設備工事
胡宮神社社務所修理
歴史文化基本構想策定業務
体育施設管理計画策定

１億７２００
４８６０
１２５
４９５６
４９８
４８４
７６

１億１２８６
２３２
１２３３

１億３０２５
８７７
１４６
２２６

答問答 問

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会



　
　

太
田
川
の
川
床
に
土
砂

　

が
堆
積
し
て
お
り
、
水
害

　

の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
　

長
年
、
多
賀
区
か
ら
太

　

田
川
の
川
浚
え
の
要
望
が

　

あ
り
今
回
、
区
の
事
業
に

　

補
助
を
す
る
。

　
　

議
会
へ
の
情
報
提
供

　

が
遅
か
っ
た
の
は
何
故

　

か
。
地
元
の
理
解
は

　
　

銀
行
の
融
資
が
得
ら

　

れ
る
の
が
許
可
の
条
件
。

　

6
月
に
決
定
し
、
国
や

　

県
と
の
協
議
と
な
っ
た
。

　
　

地
元
の
役
員
会
で
説

　

明
し
た
。
営
業
開
始
前

　

に
騒
音
対
策
な
ど
説
明

　

会
を
行
う
。

９
月
定
例
議
会

この一年 まちの
　　　　財政の動き
この一年 まちの
　　　　財政の動き
この一年 まちの
　　　　財政の動き
この一年 まちの
　　　　財政の動き

◎
一
般
会
計

　

・

　

・
歳
入
決
算

　
　
　

53
億
４
６
２
４
万
円

　

・

　

・
歳
出
決
算

　
　
　

51
億
５
２
１
８
万
円

◎
監
査
委
員
の
報
告

 

・
収
支
は
１
億
８
０
４
２
万

　

円
の
黒
字
で
あ
る
。

 

・
自
主
財
源
は
54
％
で
前
年

　

度
比
は
微
減
で
あ
る
。

 

・
町
税
収
入
は
増
収
で
あ
る

　

が
、
消
費
的
行
政
経
費
も

　

増
額
で
あ
る
。

 

・
町
税
の
収
納
率
は
県
内
高

　

位
で
あ
る
が
、
収
納
未
済

　

額
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

 

・
健
全
化
判
断
比
率
は
良
好

　

で
、
健
全
財
政
は
維
持
さ

　

れ
て
い
る
。

 

・
特
別
会
計
実
質
収
支
額
も

　

９
０
５
１
万
円
の
黒
字
で

　

あ
る
。

　
　
　
　

代
表
監
査
委
員　

　
　
　
　
　
　

寺
西　

久
和

◎
一
般
会
計
（
第
４
号
）

◎
地
方
債
補
正

  　
　
　

６
５
５
９
万
円 

増

◎
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

  　
　
　
　

１
２
８
万
円 

増

◎
水
道
事
業
会
計

  　
　
　
　

６
０
９
万
円 

増

◎
主
な
改
正
点

①
働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま

　

え
た
個
人
住
民
税
の
見
直

　

し
②
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方

　

式
な
ど
、
た
ば
こ
税
の
見

　

直
し

③
中
小
企
業
の
設
備
投
資
支

　

援
と
し
て
、
固
定
資
産
税

　

の
見
直
し

④
地
方
税
の
電
子
化
に
伴
う

　

改
正

※
購
入
理
由

　
　

31
年
３
月
末
で
路
線
バ

　

ス（
萱
原
・
大
君
ケ
畑
線
）

　

が
廃
止
さ
れ
る
た
め
。

購
入
額

　

１
３
４
２
万
円

購
入
業
者

　

滋
賀
日
野
自
動
車
㈱

財
源

　

県
補
助
金　

３
６
８
万
円

　

町
費　
　
　

９
７
４
万
円

乗
車
人
員

　

45
人
乗
り
（
中
型
バ
ス
）

◎
国
民
健
康
保
険

◎
介
護
保
険
事
業

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

◎
育
英
事
業

◎
多
賀
財
産
区
管
理
会　
　

◎
大
滝
財
産
区
管
理
会

◎
霊
仙
財
産
区
管
理
会

◎
下
水
道
事
業

◎
農
業
集
落
排
水
事
業

◎
び
わ
湖
東
部
中
核
工
業

　

団
地
公
共
緑
地
維
持
管
理

◎
水
道
事
業
会
計

　
　
　

森　

清
美　

氏

　
　
　
　
　
　
　

（
川
相
）

◎
２
０
２
５
日
本
万
国
博
覧

　

会
の
大
阪
・
関
西
へ
の
誘

　

致
に
係
る
賛
同
の
意
を
示

　

す
決
議

９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

〜

 9
　5

 9
　27

補
正
予
算
を
審
議

可
決
し
ま
し
た

税
条
例
の
一
部
改
正
を

可
決
し
ま
し
た

多
賀
中
学
校
通
学
バ
ス

購
入
契
約
の
締
結
を
し
ま
し
た

29
年
度
特
別
会
計
決
算
を

認
定
し
ま
し
た

陳
情
を

採
択
・
決
議
し
ま
し
た

教
育
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た

29
年
度
の
決
算
を

審
議
・
認
定
し
ま
し
た

多賀財産区

大滝財産区

霊仙財産区

◎財産区の決算 ◎財政健全化の指数

実質赤字比率
　（赤字額がないので算定されません）

実質公債費比率

将来負担比率

区　分 歳入 歳出 収支 健全化判断指数 29年度 基準
（万円） （％）

15.0

25.0

350.0

6.6

57.2

6.1

130.5

35.3

5.1

43.2

4.7

1.0

87.3

30.6

6議会広報 たが　２０１８年11月7 議会広報 たが　２０１８年11月

おもな内訳 （万円） 30
年
度
補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

消防団員 防塵マスク整備
一円屋敷の民泊化へ補助
障害者自立支援のシステム改修
ピロリ菌検査（70人分）
粗大ゴミ収集追加費用
高宮池配水ゲート補修
農業用水路改良補助（久徳・樋田）
高取山 屋外トイレ改修
がんばる商店応援補助
道路補修費
橋の長寿命化工事
河川愛護（太田川 川浚え）補助
ささゆり保育園臨時保育士賃金
学校の銅像・庭石等倒壊防止

31

950

130

6

209

509

93

226

300

170

1015

51

1646

54

予
算
特
別
委
員
会

問答

観光の滞在時間延長へ観光の滞在時間延長へ観光の滞在時間延長へ

一円屋敷一円屋敷一円屋敷

安全管理を安全管理を安全管理を

高宮池配水ゲート高宮池配水ゲート高宮池配水ゲート

新たなにぎわいを新たなにぎわいを新たなにぎわいを

新規開業予定地（富之尾）新規開業予定地（富之尾）新規開業予定地（富之尾）

倒壊防止を倒壊防止を倒壊防止を

川をきれいに川をきれいに川をきれいに

太田川（多賀）太田川（多賀）太田川（多賀）

多賀中学校多賀中学校多賀中学校

　
　

管
理
は
職
員
が
行
う
。

　
　

池
の
水
深
は
６
〜
７
ｍ
。

　

補
修
も
必
要
と
認
識
し
て

　

い
る
。

　
　

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　

補
助
率
は
30
％
。

　

後
継
者
は
当
面
大
丈
夫
。

答答 問
高
宮
池
配
水
ゲ
ー
ト
の
管

理
と
余
水
吐
き
石
積
部
分

の
補
修
も
必
要
で
は

　
　

24
年
か
ら
制
度
を
利
用

　

さ
れ
た
各
店
舗
を
今
後
調

　

査
し
て
い
く
。

　
　

多
く
は
２
〜
３
年
か
け

　

て
固
定
客
を
得
て
、
軌
道

　

に
乗
せ
ら
れ
る
。

　
　

金
屋
橋
の
設
計
を
計
画

　

し
て
い
た
が
、
隣
接
の
甲

　

良
町
と
経
費
の
按
分
が
あ

　

り
、
先
行
出
来
な
い
こ
と

　

か
ら
、
大
滝
橋
の
補
修
工

　

事
に
振
替
す
る
。

答

答

答

答 問
が
ん
ば
る
商
店
応
援
補
助

の
、
そ
の
後
の
状
況
は

問
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

倒
壊
防
止
対
策
は

　
　

大
阪
北
部
地
震
で
は
、

　

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

　

倒
壊
し
、
小
学
生
一
人
が

　

死
亡
し
た
。

　
　

調
査
の
結
果
、
町
内
の

　

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ

　

い
て
は
危
険
な
個
所
は
な

　

か
っ
た
が
、
学
校
の
銅
像
・

　

庭
石
・
石
碑
に
つ
い
て
、　

　

倒
壊
防
止
の
工
事
を
す
る
。

問
河
川
愛
護
の
補
助
は

問
橋
の
長
寿
命
化
工
事
へ
の

追
加
は

問
農
業
用
水
路
改
良
工
事

の
補
助
率
と
後
継
者
は

予

算

特

別

委

員

会

 9
　14

ざ
ら



鏡野町研修鏡野町研修

奈義町研修奈義町研修

工事中の絵馬通り工事中の絵馬通り

補
正
予
算
を
審
議
・

可
決
し
ま
し
た

臨
時
議
会
 8 
　 2

行

政

視

察

研

修

 7
　4

行
政
視
察
研
修

臨
時
議
会
／
行
政
報
告

◎
30
年
度
下
水
道
事
業

　

特
別
会
計

　

・

　

・
藤
瀬
地
区

　
　

雨
水
排
水
路
整
備
費

　
　
　

  
１
１
６
２
万
円 

増

◎
藤
瀬
地
区
現
地
視
察

■
７
月
3
日　

岡
山
県
鏡
野
町

◎
6
次
産
業
化
事
業

　

特
産
品
開
発
と
し
て
、
と

う
が
ら
し
、
な
め
こ
の
加
工

品
、
あ
ま
ご
の
養
殖
加
工
品
、

ジ
ビ
エ
関
連
商
品
の
開
発
を

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

加
工
所
兼
産
地
直
売
所
に

お
い
て
、商
品
開
発
と
加
工
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

 

・
と
う
が
ら
し
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ

て
い
た
特
産
の
と
う
が
ら
し

を
「
姫
と
う
が
ら
し
」
と
名

付
け
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
加

工
し
販
売
し
て
い
る
。

 

・
な
め
こ
は
以
前
か
ら
地
元

で
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
を

「
原
木
な
め
こ
」
と
名
付
け

缶
詰
な
ど
に
加
工
し
販
売
し

て
い
る
。

 

・
あ
ま
ご
の
加
工
品
は
水
産

物
処
理
加
工
施
設
で
養
殖
と

加
工
を
行
っ
て
い
る
。

 

・
ジ
ビ
エ
関
連
商
品
は
地
元

有
志
が
鹿
肉
を
利
用
し
た
商

品
を
開
発
し
、「
マ
タ
ギ
弁

当
」
と
し
て
販
売
し
て
い
る
。

◎
林
業
施
策

 

・
林
業
施
策
の
計
画
的
な
推

進
を
目
的
と
し
た
森
林
づ
く

り
条
例
、
林
業
関
係
者
と
の

森
林
づ
く
り
協
議
会
の
設
置

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

 

・
町
産
材
を
使
用
し
た
新
築

一
戸
建
て
住
宅
に
対
し
、
最

大
で
２
０
０
万
円
の
補
助
が

あ
る
。
ま
た
、
担
い
手
サ
ポ

ー
ト
事
業
と
し
て
、
都
市
部

で
の
林
業
就
業
希
望
相
談
会

を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

鏡
野
町
議
会
で
は
、
資
料

の
受
け
取
り
、
保
管
な
ど
の

利
便
性
向
上
と
、
執
行
部
・

事
務
局
の
負
担
軽
減
を
目
的

と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

実
現
さ
れ
た
。

 

・
具
体
的
に
は
、
受
け
取
っ

た
資
料
は
全
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー

タ
化
し
、
ク
ラ
ウ
ド
に
保
管

す
る
。

 

・
通
信
環
境
と
し
て
は
、
町

内
ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
Ｌ

Ｔ
Ｅ
回
線
と
し
て
い
る
。

 

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
は
、

議
員
、
幹
部
職
員
、
議
会
職

員
だ
け
で
あ
る
。

 

・
削
減
効
果
は
、
用
紙
代
、

印
刷
代
、
製
本
代
、
郵
送
料

を
含
め
て
１
２
１
万
円
の
削

減
に
つ
な
が
っ
た
。

 

・
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線
は
通
信
料
が

高
い
た
め
、
違
う
方
法
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

■
７
月
４
日　

岡
山
県
奈
義
町

　

26
年
に
は
合
計
特
殊
出
生

率
「
２
・
81
」
が
達
成
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、平
成
28
年
「
安

心
子
育
て
の
処
方
箋
」
と
題

し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
放
送
さ

れ
ま
し
た
。

 

・
24
年
に
「
奈
義
町
子
育
て

応
援
宣
言
」
を
さ
れ
、
子
供

た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
ち
健

や
か
に
育
て
る
環
境
づ
く
り
、

若
者
が
定
住
で
き
安
心
し
て

産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

・
出
産
祝
金
交
付
事
業
で
は

第
一
子
10
万
円
、
第
二
子
15

万
円
、
第
三
子
20
万
円
、
第

四
子
30
万
円
、
第
五
子
以
降

40
万
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

 

・
在
宅
育
児
支
援
手
当
交
付

金
事
業
と
し
て
、
28
年
度
か

ら
、
生
後
６
カ
月
か
ら
幼
稚

園
入
園
前
ま
で
、
在
宅
で
育

児
を
す
る
保
護
者
に
、
一
人

当
り
月
1
万
円
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

 

・
高
校
就
学
支
援
金
交
付
事

業
と
し
て
、
通
学
費
の
一
部

助
成
を
含
め
、
生
徒
一
人
当

り
年
額
９
万
円
を
３
年
間
全

て
の
高
校
生
に
支
給
。

 

・
高
校
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
感
染
の
予
防
を
図
る

た
め
、
25
年
度
か
ら
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
助
成
が
さ
れ
て

い
る
。

 ・
住
宅
施
策
で
は
、
６
箇
所

の
分
譲
地
を
整
備
さ
れ
、
区

画
数
87
、
分
譲
済
81
区
画
で

分
譲
率
は
93
％
。

　

分
譲
地
紹
介
報
酬
と
し
て

30
万
円
を
交
付
。

 

・
新
築
住
宅
普
及
促
進
事
業

補
助
金
と
し
て
、
町
内
で
新

築
し
、
地
元
業
者
に
よ
る
施

工
を
行
い
、
県
産
材
を
利
用

す
る
と
最
大
50
万
円
の
補
助
。

 

・
賃
貸
住
宅
の
整
備
で
は
、

40
歳
以
下
が
対
象
の
若
者
住

宅
が
３
棟
21
戸
。
定
住
促
進

住
宅
１
棟
60
戸
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
若
者
住
宅
は
満
室
、

定
住
促
進
住
宅
は
59
戸
入
居

し
て
い
る
。
入
居
者
数
は
１

９
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
月

額
家
賃
は
、
若
者
住
宅
で
４

万
５
千
円
か
ら
５
万
円
。
定

住
促
進
住
宅
は
２
万
２
千
円

か
ら
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

 

・
就
労
の
場
の
確
保
で
は
、

東
山
工
業
団
地
と
し
て
19
区

画
が
既
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

企
業
誘
致
に
お
い
て
は
地
元

雇
用
を
働
き
か
け
て
い
る
。

農  

林  

業  

施  

策

子
育
て
支
援
施
策

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
事
業

定 

住 

促 

進 

施 

策

産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

雨水排水路
　　未整備区域の解消へ
雨水排水路
　　未整備区域の解消へ
雨水排水路
　　未整備区域の解消へ
雨水排水路
　　未整備区域の解消へ
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29
年
度
一
般
会
計

決
算
の
概
要

29
年
度
一
般
会
計

決
算
の
概
要

福
祉
保
健
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

税
務
住
民
課
所
管

税
務
住
民
課
所
管

企
画
課
所
管

企
画
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

教
育
委
員
会
所
管

　

歳
入
決
算
額
は
53
億
４
６

２
４
万
円
、
歳
出
決
算
額
は

51
億
５
２
１
８
万
円
、
歳
出

歳
入
差
引
額
１
億
９
４
０
６

万
円
を
繰
り
越
し
、
こ
の
内
、

繰
り
越
し
事
業
に
充
て
る
。

　

財
源
、
１
３
６
３
万
円
を

除
い
た
実
質
収
支
額
は
、
１

億
８
０
４
３
万
円
と
な
り
、

財
政
収
支
の
均
衡
、
歳
出
削

減
努
力
に
よ
り
基
金
へ
の
積

み
立
て
を
行
う
な
ど
健
全
財

政
を
堅
持
で
き
た
。

・
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業

　

８
月
滋
賀
国
道
事
務
所
長

か
ら
連
結
許
可
書
を
受
け
取

り
、
積
極
的
に
事
業
推
進
を

図
る
。

・
公
共
交
通
の
再
編

　

萱
原
・
大
君
ケ
畑
線
の
路

線
バ
ス
を
廃
止
し
、
代
替
交

通
と
し
て
愛
の
り
タ
ク
シ
ー

の
充
実
を
図
り
、
地
域
住
民

の
皆
様
に
充
分
な
説
明
を
し
、

ご
理
解
い
い
た
だ
い
た
上
で

再
編
を
進
め
る
。

 

・
観
光
関
係

　

地
方
再
生
推
進
交
付
金

の
交
付
決
定
を
受
け
、
今
年

度
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
地
獄

め
ぐ
り
事
業
を
実
施
。

　

新
し
い
企
画
を
含
め
活
性

化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

 

・
大
滝
た
き
の
み
や

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
園

　

園
庭
整
備
は
業
者
選
定

後
着
手
。

　

概
要
は
、
運
動
場
の
全
面

芝
生
化
・
築
山
・
森
ゾ
ー
ン

等
を
整
備
。

 

・
学
校
教
育
課

　

小
・
中
学
生
に
よ
る
「
子

ど
も
議
会
」
を
７
月
に
開
催
。

今
年
度
も
土
曜
講
座
を
開
講
。

町
長
の
行
政
報
告

町
長
の
行
政
報
告
 9
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・
学
校
施
設
関
係

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
碑
等
の

緊
急
点
検
を
実
施
、
速
や

か
に
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

 

・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成

交
付
事
業
の
受
診
者
の
大
幅

増
加

　

29
年
度
実
績 

15
人　
　

　

30
年
６
月
末
時
点 

78
人

 

・
特
定
健
診

　

29
年
度
の
受
診
率
は
60
％

を
超
え
る
見
込
み
。
受
診
勧

奨
の
通
知
送
付
、
保
健
師
の

個
別
電
話
等
で
積
極
的
に
受

診
を
呼
び
掛
け
受
診
率
の
向

上
に
努
め
る
。

 

・
災
害
復
旧
事
業

 

・
町
道
入
谷
線

　

鋼
製
金
網
に
よ
る
擁
壁
工

事
を
完
了
し
、
法
面
整
形
、

植
生
シ
ー
ト
工
事
を
残
す
。

 

・
町
道
四
手
線

　

調
査
結
果
を
基
に
国
と
協

議
、
地
す
べ
り
災
害
と
し
て

災
害
査
定
を
受
け
、
そ
の
後

工
事
着
手
予
定
。

 

・
多
賀
絵
馬
通
り
線

　

多
賀
大
社
前
駅
か
ら
寿

橋
間
、
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
工
事

実
施
中
。

 

・
上
水
道
事
業

　

土
田
地
先
の
新
水
源
は
8

月
に
井
戸
掘
削
の
工
事
を
発

注
し
、
安
定
給
水
に
向
け
取

り
組
む
。

 

・
国
道
８
号
渋
滞
対
策

　

国
土
交
通
省
よ
り
バ
イ
パ

ス
を
含
む
３
ル
ー
ト
帯
案
が

示
さ
れ
、
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
連
携

も
含
め
、
よ
り
効
果
が
高
い

道
路
構
築
に
向
け
進
め
る
。

 

・
時
間
外
交
付
窓
口
の
廃
止

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
実
施
に

よ
り
、
利
用
者
減
少
の
た
め

９
月
末
日
を
も
っ
て
廃
止
。



委
員
会
報
告

委
員
会
報
告
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定
年
が
延
び
て
、
社
会

保
険
へ
の
加
入
者
が
増
え
て

い
る
。

　
　

町
外
の
人
で
転
出
先
が

把
握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

新
規
滞
納
者
を
出
さ
な
い
よ

う
取
り
組
む
。

 　
　

県
下
ト
ッ
プ
の
男
性
53
．

６
％
、
女
性
63
．8
％
。

　

一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

県
下
３
位
と
依
然
高
い
状
況
。

　
　

要
支
援
が
36
人
。
要
介

護
が
３
６
５
人
。
65
歳
以
上

の
人
口
の
16
．2
％
。

問
特
定
健
診
受
診
率
と

一
人
当
た
り
医
療
費
は

問
介
護
の
要
支
援
、

要
介
護
の
認
定
者
数
は

問
企
業
会
計
化
に
向
け
て

資
産
は
ど
の
く
ら
い
か

問
不
納
欠
損
額
と
未
収
額

が
前
年
度
よ
り
増
え
て

い
る
。
今
後
の
対
処
は

問
経
営
は
健
全
か
。
自
己

資
本
比
率
が
48
％
で
、

平
均
65
％
よ
り
低
い
が

問
山
間
地
で
も
あ
り
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
。
利

用
者
の
増
加
も
見
込
め

な
い
。
公
共
下
水
道
会

計
と
の
統
合
は

問
要
介
護
４
と
５
の
人
は

全
て
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
の
か

問
給
与
収
入
8
5
0
万
円
未
満

は
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
と

理
解
し
て
よ
い
か

　
　

自
分
で
出
来
る
力
を
落

と
さ
な
い
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

の
計
画
を
立
て
る
努
力
を
し

て
い
る
。

　
　

全
て
で
は
な
い
。
多
賀

清
流
の
里
24
人
。
犬
上
ハ
ー

ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
23
人
。
老

人
保
健
施
設
は
ア
ロ
フ
ェ
ン

テ
彦
根
な
ど
、
療
養
型
は
彦

根
中
央
病
院
な
ど
。

　
　

65
歳
以
上
が
対
象
。　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き

対
象
者
に
実
施
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会
 9
　12

答答答答

答答答答

問
歳
出
額
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。
何
か
手
立
て
は

問
被
保
険
者
数
は
今
後
、

増
加
傾
向
。
ど
う
考
え
る
か

問
頭
の
健
康
チ
ェ
ツ
ク
は

問
老
朽
管
は

問
簡
易
水
道
の
施
設
は

問
耐
震
管
の
現
状
は

問
被
保
険
者
数
減
少
の
要
因
は

　
　

年
々
増
え
て
い
る
。

し
か
し
医
療
費
は
減
っ
て
い

る
。
こ
の
要
因
を
調
べ
る
必
要

が
あ
る
。
本
町
の
医
療
費
は

県
下
で
も
17
位
と
低
い
状
況
。

　

国
の
税
制
改
正
を
受
け　

①
個
人
住
民
税
の
見
直
し

・・
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年

金
等
控
除
は
10
万
円
引
き
下

げ
、
基
礎
控
除
は
10
万
円
引

き
上
げ
る
。

・
給
与
所
得
控
除
は
、
上
限

１
０
０
０
万
円
が
８
５
０
万

円
に
引
き
下
げ
、
控
除
の
上

限
を
１
９
５
万
円
と
す
る
。

②
た
ば
こ
税
の
見
直
し

・
30
年
10
月
１
日
か
ら
３
段

階
で
１
本
当
た
り
３
円
引
き

上
げ
る
。

・
新
た
に
、
加
熱
式
た
ば
こ
の

区
分
を
創
設
。

③
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

答

・
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、

町
が
作
成
し
た
導
入
促
進
計

画
に
基
づ
き
、
33
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
中

小
企
業
の
設
備
投
資
に
対
し
、

固
定
資
産
税
を
３
年
間
ゼ
ロ

と
す
る
。

④
地
方
税
の
電
子
化

・
資
本
金
１
億
円
を
超
え
る

法
人
等
の
法
人
住
民
税
等
の

申
告
を
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
よ

り
行
う
こ
と
を
義
務
化
。
32

年
４
月
１
日
か
ら
。

　
　

そ
の
通
り
で
、
高
所
得

者
に
対
し
、
課
税
を
多
く
し

て
い
く
。

　
　

配
偶
者
を
３
つ
の
区
分

で
分
け
る
。
配
偶
者
の
所
得

が
38
万
円
以
下
で
控
除
を
し

て
い
る
場
合
で
も
、
本
人
の

所
得
に
よ
り
配
偶
者
控
除
も

決
ま
る
。

答答
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住民の　　　　

　　健康増進を

住民の　　　　

　　健康増進を

住民の　　　　

　　健康増進を

住民の　　　　

　　健康増進を

産
業
建
設
常
任
委
員
会
 9
　13

29年度事業の決算を審査　➡　認定しました29年度事業の決算を審査　➡　認定しました29年度事業の決算を審査　➡　認定しました29年度事業の決算を審査　➡　認定しました

国民健康保険

介護保険事業　　

後期高齢者医療事業

9億7245

8億1430

1億     29

9億3961

8億1378

9888

保険給付費（医療費）、保険事業

介護サービス費、地域支援事業

広域連合への納付金

区　　　分 歳　入 歳　出 事　業　内　容
（単位：万円）

29年度事業の決算を審査　➡　認定しました29年度事業の決算を審査　➡　認定しました29年度事業の決算を審査　➡　認定しました29年度事業の決算を審査　➡　認定しました
（単位：万円）

税
条
例
の
一
部
改
正
を

審
査
し
ま
し
た
。

問
控
除
配
偶
者
が
生
計
同
一

配
偶
者
へ
と
名
前
が

変
わ
っ
た
が
、
内
容
は

安定給水を安定給水を

マンホールポンプ計器盤マンホールポンプ計器盤

加入の促進を加入の促進を

佐目地区排水処理場佐目地区排水処理場

敏満寺浄水場敏満寺浄水場

健康増進を健康増進を

ストックウォークストックウォーク

　
　

今
年
度
中
に
示
せ
る
。

　
　

繰
入
れ
を
減
ら
す
た
め

に
、
工
事
費
や
経
費
を
削
減

し
た
。

　
　

　
　

法
律
の
規
制
は
な
い
。

各
会
計
ご
と
の
経
営
健
全
化

を
図
っ
て
い
る
の
で
、　

統
合

す
る
考
え
は
な
い
。

安全・安心の

　　　まちづくり

安全・安心の

　　　まちづくり

安全・安心の

　　　まちづくり

安全・安心の

　　　まちづくり

　

陳
情
名

 

・
２
０
２
５
日
本
万
国
博
覧

　

の
大
阪
・
関
西
へ
の
誘
致

　

に
係
る
賛
同
の
意
を
示
す

　

決
議
に
つ
い
て
（
依
頼
）

　

陳
情
者

　

滋
賀
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　

会
長　

杉
浦
和
人

　

賛
成
意
見

 

・
前
回
の
大
阪
万
博
か
ら
50

    

年
近
く
経
っ
て
い
る
。

 

・
関
西
の
活
性
化
の
た
め
に

　

も
大
阪
へ
の
万
博
誘
致
は

　

必
要
だ
。

 

・
観
光
な
ど
経
済
効
果
も
期

　

待
で
き
る
。

　

反
対
意
見

 

・
大
阪
で
の
カ
ジ
ノ
と
結
び

　

つ
い
て
い
る
。
賭
博
を
助

　

長
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

　

結　

果

 

・
賛
成
多
数
で
、
誘
致
に
賛

　

同
す
る
こ
と
を
決
議
す
べ

　

き
も
の
と
し
た
。

万
博
の
大
阪
誘
致
を

下
水
道
事
業

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

介
護
保
険
事
業

答答

区 分（企業会計） 収 　益 費 　用

区 分（特別会計） 歳 　入 歳　 出 事　業　内　容
下水道事業
農業集落排水事業　

４億９８０３
６４２７

４億５０５９
５５６７

維持管理・新規接続
浄化施設（佐目・萱原）の管理

水道事業　 ５億６７７１ ３億１６８８ 上水道使用料関係

特  

別  

会  

計  

の  

決  

算  

は

　

40
年
で
老
朽
管
と
な
る
。

町
内
で
は
４
ケ
字
に
11
％
残

っ
て
い
る
。更
新
を
計
画
的
に

進
め
る
。

　
　

町
内
で
は
２
社
の
製
品

（
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
）
が
主
流
で

あ
る
。近
年
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
も
橋
に
用
い
る
。

　
　

除
却
で
き
ず
、
資
産
と

し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　

健
全
化
に
向
け
て
、
今

年
度
、
経
営
戦
略
を
た
て
る
。

そ
の
中
で
方
針
を
明
確
に
し

て
い
く
。

水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

答答答答 企
業
会
計
の
決
算
は

陳
情
を
審
査
し
ま
し
た

問
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
が
減
っ
て
き
た
。

住
宅
の
造
成
で
加
入
者

が
増
え
た
た
め
か
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ま 

ち 

の 

課 

題

 ７
　30

子ども議会

 ７

ま
ち

く
り
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

７７

の
子
ど
も
議
員
が

人
の
子
ど
も
議
員
が

1212

質 問 事 項 ページ

◎中学校にサッカー部新設を
14■ 岸本 翔桜

きしもと しょう

うらん

◎山間地区の医療や福祉は
14■ 小山 羽蘭

こやま

◎川相の住みやすい環境づくりを
14■ 上池 莉乃

かみいけ り　の

たつま

こうた

えつり

ふうま

じゅんき

はづき

り　お

◎絵馬通りのこれからは
14■ 中居 龍舞

なかい

◎多賀町の化石発掘状況は
14■ 西澤 昊汰

にしざわ

◎これからのまちおこしは
14■ 古石 健太郎

こいし けんたろう

◎大滝地区の空き家対策は
15■ 　倉 悦梨

にしくら

◎多賀町内の地域差解消策は
15■ 髙橋 楓真

たかはし

◎多賀町内でのイベント開催は
15■ 大久保 里音

おおくぼ

◎多賀町のスポーツ振興は
15■ 山口 純希

やまぐち

◎獣害対策は
15■ 大橋 葉月

おおはし

◎少子・高齢化対策は
15■ 杉原 　陸

すぎはら りく

地元説明会始まる地元説明会始まる地元説明会始まる
路線バス　　　　　　廃止路線バス　　　　　　廃止路線バス　　　　　　廃止路線バス　　　　　　廃止（萱原・大君ケ畑線）

◎
産
業
振
興

　

高
速
Ｉ
Ｃ
の
ア
ク
セ
ス
圏

域
の
拡
が
り
に
よ
り
、
工
場

か
ら
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
物

流
の
円
滑
化
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
に
期
待
。

　

多
賀
Ｓ
Ｉ
Ｃ
か
ら
10
分
圏

域
の
事
業
所
が
大
幅
に
拡
大

さ
れ
る
。

◎
観
光
振
興

　

多
賀
大
社
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
の
向
上
や
、
多
賀
大
社
を

中
心
と
し
た
広
域
的
な
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ

り
、
観
光
客
の
増
加
及
び
彦

根
城
な
ど
周
辺
観
光
地
か
ら

の
集
客
に
期
待
。

◎
救
急
医
療
活
動
の
強
化

　

多
賀
町
か
ら
第
三
次
救
急

医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
時

間
が
７
分
短
縮
。

期
待
さ
れ
る

整
備
効
果
は

開
通
予
定
は

現
状
は

廃
止
後
の
計
画
は

事
業
費
は

　

第
三
次
救
急
医
療
施
設
の

30
分
圏
域
が
拡
大
し
、
多
賀

町
人
口
の
６
割
以
上
を
カ
バ

ー
。

　

長
浜
日
赤
病
院
ま
で
30
分
。

　

平
成
35
年
３
月

◎
総
事
業
費

　
　
　
　
　

26
億
３
千
万
円

◎
多
賀
町
負
担
分

　
　
　
　
　

３
億
８
千
万
円

　

長
年
地
域
の
交
通
手
段
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
湖
国

バ
ス
が
、
慢
性
的
運
転
者
不

足
で
、
今
後
も
運
行
で
き
る

見
込
み
が
な
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
普
及
で

利
用
者
の
減
少
は
著
し
く
、

路
線
維
持
が
困
難
な
状
況
で

す
。

◎
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
充
実

で
、
４
月
か
ら
移
動
手
段
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

①
近
江
タ
ク
シ
ー
で
１
０
人

乗
り
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

２
台
を
導
入
し
ま
す
。

②
萱
原
・
大
君
ケ
畑
線
は
、

高
校
生
の
通
学
手
段
も
確
保

を
図
り
ま
す（
平
日
の
み
）。

③
近
江
鉄
道
多
賀
大
社
前
駅

の
発
車
時
刻
に
合
わ
せ
、
愛

の
り
タ
ク
シ
ー
の
ダ
イ
ヤ
改

正
を
行
い
ま
す
。

④
高
校
生
の
青
春
フ
リ
ー
定

期
券
で
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
も

乗
車
で
き
ま
す
。

⑤
路
線
バ
ス
と
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
の
差
額
か
ら
、
引
き
下

げ
・
割
引
を
検
討
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
維
持
に
、
毎
年
２

５
０
０
万
円
を
補
助
し
て
き

ま
し
た
が
、
31
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま

す
。
不
明
な
点
は
、
企
画
課

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
仮
称
）多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

公

共

交

通

の

再

編

湖東三山ＳＩＣ多賀ＳＩＣ彦根ＩＣ

５.４ｋｍ ５.８ｋｍ

運転者数の推移
29年
度末

27年
度末

社員数

嘱託数

合　計

18人

27人

45人

16人

19人

35人

路線別の利用者数

1便当り日平均

萱原線

大君ケ畑線

28 人

  6 人

0.7 人

0.5 人

(平日・中学生除く)

敏満寺地先敏満寺地先敏満寺地先

スマートインター予定付近スマートインター予定付近スマートインター予定付近
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子
ど
も
議
会

山
間
地
区
の

医
療
や
福
祉
は

質問

中
学
校
に

サ
ッ
カ
ー
部
新
設
を

質問
　
　

中
学
校
に
入
学
し
て
も
サ

ッ
カ
ー
部
が
あ
り
ま
せ
ん
。
部

活
動
は
中
学
校
入
学
後
の
大

き
な
魅
力
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
の

好
き
な
友
達
・
仲
間
も
多
く
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー

部
は
新
設
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　

私
の
住
む
山
間
地
区
は
、

過
疎
化
で
高
齢
者
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
々
が
、

帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
住

み
良
い
多
賀
町
に
な
る
に
は
、

医
療
や
福
祉
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

　
　

中
学
校
で
は
部
活
動
は

顧
問
の
先
生
の
指
導
の
も
と
、

様
々
な
人
と
の
豊
か
な
つ
な

が
り
か
ら
、
学
習
意
欲
の
向

上
、
責
任
感
や
連
帯
感
が
身

に
つ
き
自
分
に
自
信
を
持
つ

な
ど
、
い
ろ
ん
な
学
び
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　

多
賀
中
学
校
に
は
10
の
部

活
動
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
部
は
あ
り

ま
せ
ん
。
指
導
で
き
る
顧
問

の
先
生
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
か
ら
、
困
難
な
状
況
で
す
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

高
齢
者
に
は
、
元
気
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

民
生
委
員
、
福
祉
推
進
委
員
、

日
赤
奉
仕
団
会
員
さ
ん
と
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
、

様
々
な
子
育
て
支
援
策
が
あ

り
、
育
児
相
談
・
子
育
て
中

の
親
の
教
室
・
２
歳
児
ま
で

の
紙
お
む
つ
や
ミ
ル
ク
の
育
児

用
品
支
給
・
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

答 答

企
画
課
長

　
　

恵
ま
れ
た
自
然
に
感
謝

し
、
木
を
使
っ
て
林
業
を
元

気
に
し
て
自
然
を
守
る
こ
と

が
大
事
な
こ
と
か
ら
、
高
取

山
ふ
れ
あ
い
公
園
の
施
設
や

中
央
公
民
館
を
建
て
て
い
ま

す
。
川
相
区
で
は
、
29
年
度

に
老
朽
化
し
危
険
な
木
製
遊

具
を
撤
去
し
30
年
度
に
新
た

な
遊
具
の
設
置
を
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
た
め
に
は
何
が
必

要
か
、
何
が
で
き
る
か
、
一

緒
に
考
え
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
整
備
課
長

　
　

観
光
客
を
迎
え
る
た
め

の
道
路
づ
く
り
は
、
多
賀
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
絵
馬
通
り
は
長
年

に
わ
た
り
検
討
さ
れ
て
き
た

事
業
で
す
が
、
き
れ
い
に
な
っ

た
だ
け
で
な
く
、
に
ぎ
わ
い

が
生
ま
れ
商
店
や
地
域
が
潤

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
絵
馬

通
り
道
路
整
備
が
完
了
し
、

多
く
の
観
光
客
が
歩
い
て
み

た
く
な
り
、
ま
た
来
た
い
と

感
じ
て
も
ら
え
る
町
並
み
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

答 答

教
育
次
長

　
　

平
成
５
年
に
ア
ケ
ボ
ノ

ゾ
ウ
が
発
見
さ
れ
、
教
科
書

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

恐
竜
の
化
石
が
見
つ
か
れ

ば
、
多
賀
町
の
知
名
度
が
ア

ッ
プ
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

第
６
次
の
発
掘
を
行
い
、

74
人
が
登
録
さ
れ
、
町
内
か

ら
22
人
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
掘
の
許
可
申
請
や
県

内
外
の
研
究
者
と
の
調
整
も

必
要
で
、
講
演
会
も
開
催
し

ま
す
。

町
長

　
　

多
賀
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
い

う
計
画
を
、
来
年
度
ま
で
の

５
年
計
画
で
、
産
業
や
観
光
、

農
林
業
、
子
育
て
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
す

す
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）多
賀
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

５
年
後
の
完
成
を
め
ざ
し
た

道
路
整
備
、
観
光
で
訪
れ
る

方
々
に
、
お
も
て
な
し
の
心

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

答 答

問 問

多賀中１年

小山　羽蘭

大滝小６年

岸本　翔桜

絵
馬
通
り
の

こ
れ
か
ら
は

質問

川
相
の
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

質問
　
　

年
々
子
ど
も
数
は
減
っ
て

い
ま
す
が
、
川
相
周
辺
で
は
友

達
と
仲
良
く
遊
ぶ
場
所
も
減
っ

て　

安
心
し
て
遊
ぶ
場
所
が
あ

り
ま
せ
ん
。
大
滝
の
木
を
使
っ

た
遊
具
で
子
ど
も
だ
け
で
も
遊

べ
る
場
所
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　

多
賀
町
の
観
光
名
所
の
目

玉
は
多
賀
大
社
で
す
。
多
賀
大

社
の
入
口
付
近
は
道
路
整
備
さ
れ
、

絵
馬
通
り
と
し
て
歴
史
あ
る
多

賀
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
と
な
り
ま

し
た
。
電
車
で
訪
れ
る
観
光
客
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
歩
道
整
備
は
。

問 問

多賀中３年

中居　龍舞

大滝小５年

上池　莉乃

こ
れ
か
ら
の

ま
ち
お
こ
し
は

質問

多
賀
町
の
化
石

発
掘
状
況
は

質問
　
　

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
で
は
、
年

に
数
回
の
化
石
発
掘
体
験
学
習

が
あ
り
ま
す
。
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
の

化
石
以
外
で
も
見
つ
か
れ
ば
、

恐
竜
コ
ー
ナ
ー
や
発
掘
体
験
が

で
き
れ
ば
多
賀
町
の
良
さ
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
。

　
　

多
賀
町
の
祭
り
で
万
灯

祭
は
楽
し
み
の
１
つ
で
す
が
、

ほ
か
に
も
町
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
然

や
歴
史
を
生
か
し
た
施
設
も

あ
り
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
紹
介
す
る
方
法
は
。

問 問

多賀中２年

古石　健太郎

多賀小６年

西澤　昊汰

多
賀
町
内
の

地
域
差
解
消
策
は

質問

大
滝
地
区
の

空
き
家
対
策
は

質問
　
　

総
合
学
習
で
空
き
家
の
勉

強
を
し
ま
し
た
。
ど
の
字
も
空
き

家
が
多
く
不
気
味
で
、
あ
る
だ

け
で
不
安
で
す
。
災
害
な
ど
で
空

き
家
が
問
題
と
な
っ
て
、
空
き
家

が
減
る
と
町
の
雰
囲
気
も
明
る
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

バ
ス
通
学
を
し
て
い
ま
す

が
、
本
数
も
少
な
く
不
便
を

感
じ
て
い
ま
す
。
多
賀
駅
近
く

に
引
っ
越
し
た
人
も
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域
間
の
差

が
広
が
る
一
方
で
す
が
、
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

企
画
課
長

　
　

町
内
の
29
年
度
調
査
で

は
、
３
１
２
件
の
空
き
家
が

あ
り
、
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
が
進
み
、
空
き
家
は

増
加
す
る
傾
向
で
す
。

　

多
賀
町
空
家
等
対
策
計
画

を
策
定
し
、
空
き
家
・
空
き

地
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
い
た

だ
き
、
購
入
や
賃
貸
を
希
望

さ
れ
る
方
に
紹
介
し
、
空
き

家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

地
域
整
備
課
長

　
　

多
賀
町
里
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
山
間
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、

具
体
的
な
目
標
を
定
め
、
人

を
増
や
す
た
め
に
何
を
す
れ

ば
良
い
の
か
と
い
う
事
に
つ

い
て
、
地
域
の
方
々
と
役
場

が
一
体
と
な
っ
て
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

便
利
さ
だ
け
で
は
な
く
、

住
む
人
が
心
地
よ
い
住
環
境

と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
移
住

し
て
い
た
だ
け
る
場
所
の
情

報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

答 答

産
業
環
境
課
長

　
　

近
江
多
賀
神
あ
か
り
を
、

多
賀
大
社
・
胡
宮
神
社
・
大

滝
神
社
・
高
源
寺
の
４
会
場

で
、
９
月
29
日
よ
り
11
月
30

日
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
９
月
29
日
実
施
の
ち
ょ

う
ち
ん
行
列
は
、
多
賀
大
社

前
駅
か
ら
多
賀
大
社
ま
で
ち

ょ
う
ち
ん
行
列
だ
け
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
、
高
取

山
公
園
、
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク

天
究
館
な
ど
で
も
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

　
　

水
泳
の
期
間
は
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
は
、
７
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
。
滝
の
宮

ス
ポ
ー
ツ
公
園
プ
ー
ル
は
７

月
21
日
か
ら
８
月
最
終
の
日

曜
日
ま
で
で
す
。

　

プ
ー
ル
の
温
水
化
は
、
プ

ー
ル
施
設
の
屋
根
、
壁
の
改

修
な
ど
、
水
温
や
気
温
を
保

つ
設
備
の
改
修
費
用
が
約
１

億
２
０
０
０
万
円
か
か
り
、

町
民
の
意
見
を
伺
い
多
賀
町

の
財
政
状
況
か
ら
総
合
的
に

検
討
し
ま
す
。

答 答

産
業
環
境
課
長

　
　

野
生
動
物
の
中
で
猿
や

熊
は
、
法
律
で
保
護
動
物
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
防
止
の
啓
発
は
、
カ

メ
ラ
設
置
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
の

携
帯
、
広
報
誌
な
ど
で
予
防

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

農
地
被
害
は
29
年
度
約
２

８
０
万
円
、
被
害
防
止
に
は

電
気
柵
設
置
の
推
進
、
通
行

車
へ
の
啓
発
、
追
い
払
い
活
動
、

個
体
数
を
適
正
頭
数
に
す
る

駆
除
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

副
町
長

　
　

少
子
対
策
と
し
て
、
母

子
の
健
康
診
査
費
用
・
育
児

用
品
助
成
、
お
食
い
初
め
食

器
贈
呈
、
小
・
中
学
生
の
通

学
か
ば
ん
支
給
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
や
育

児
相
談
、
遊
び
場
開
設
な
ど

保
護
者
の
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
対
策
は
、
地
域
で

助
け
合
い
が
で
き
る
福
祉
社

会
に
手
助
け
を
実
施
し
、
若

い
方
々
に
も
ま
ち
づ
く
り
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
望
み
ま
す
。

答 答

問 問

多賀中１年

髙橋　楓真

大滝小６年

　倉　悦梨

多
賀
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

質問

多
賀
町
内
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
は

質問
　
　

万
灯
祭
や
ふ
る
さ
と
楽
市

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
と
、
と
て
も
良
い
経
験
と

な
り
、
お
祭
り
が
来
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
企
画
が

あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
泳
ぐ
と
、

気
持
ち
も
ス
ッ
キ
リ
し
、
体
力

づ
く
り
に
は
効
果
的
で
す
。
町

民
の
健
康
づ
く
り
に
も
な
り
、

年
中
可
能
な
ら
ば
、
多
用
な
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
促
す
の
で
、
年

間
利
用
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

問 問

多賀小６年

山口　純希

多賀小５年

大久保　里音

少
子
・
高
齢
化

対
策
は

質問

獣
害
対
策
は

質問
　
　

多
賀
町
は
自
然
が
豊
か
で

す
が
、
動
物
に
よ
る
被
害
も
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
が
猪
に
追
い
か

け
ら
れ
た
り
、
熊
に
襲
わ
れ
る
事

故
も
あ
り
ま
す
。
農
作
物
へ
の
被

害
で
農
業
に
対
す
る
支
援
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
、
資
源
回

収
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
が
、
中

学
生
の
い
な
い
地
域
の
方
も
手

伝
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
と
っ
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
少
子
・

高
齢
化
に
、
ど
の
よ
う
な
具
体

的
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

問 問

多賀中３年

杉原　　陸

多賀中２年

大橋　葉月

〔
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
説
明
〕

きしもと しょうこやま うらん

かみいけ り　の　なかい たつま

にしざわ こうたこいし けんたろう

にしくら えつりたかはし ふうま

おおくぼ り 　おやまぐち じゅんき

おおはし はづきすぎはら りく



9月定例議会
◎高宮池の今後の利用は
◎駅前開発は

◎災害・緊急時の町民への伝達対策は
◎兄弟・友好都市盟約で小・中学生の交流策は

◎水道基盤の強化は
◎改正民法の取り扱いは

◎（仮称）多賀スマートインターチェンジの周辺整備は
◎まち・ひと・しごと創生総合戦略と林・農・観 再生計画は

◎河内風穴のトイレ改修と駐車場整備は

◎国民健康保険税の引き下げを
◎公共交通の再編は
○道徳の教科は
○おおたき子育て支援センターは

◎町立児童館の有効活用は
◎地域における働き方改革は
◎小学生の外国語教育の方針は
○住民要望の文書化は

◎ため池の安全確保と防災訓練は
◎快適に暮らせる生活基盤の充実は

◎通学路の安全推進は（大滝小学校）
◎地震における通学路の安全確保は

を
問
う
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う
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が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問
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質 問 事 項 ページ

 一般質一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

針
を
問
う
も
の
で
す
。

町
政
を
問
う
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町
政
を
問
う

　
　

通
称
高
宮
池
（
奥
谷
田

池
）
を
今
後
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
く
の
か

町
長

　
　

28
年
２
月
に
、
彦
根
市

高
宮
財
産
区
か
ら
町
に
譲
与

さ
れ
、
産
業
環
境
課
で
管
理

し
て
い
た
。

　

経
年
劣
化
の
腐
食
で
排
水

ゲ
ー
ト
が
水
中
破
損
し
、
西

日
本
豪
雨
で
水
位
が
２
ｍ
以

上
上
昇
し
て
、
周
辺
住
民
に

心
配
を
お
か
け
し
た
が
、
今

で
は
安
定
し
て
い
る
。

　

農
業
用
水
と
雨
水
貯
留
の

調
整
機
能
や
水
鳥
が
飛
来
す

る
池
で
も
あ
る
が
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事

業
進
捗
に
合
わ
せ
、
最
も
有

効
な
活
用
を
検
討
す
る
。

　
　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
整
備
事
業
が
来
年
度

よ
り
始
ま
り
、
翌
々
年
度
に

は
絵
馬
通
り
全
体
の
整
備
が

図
れ
る
。
駅
前
開
発
は

町
長

　
　

駅
周
辺
の
開
発
準
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
道
路
整

備
後
の
空
き
家
等
を
活
用
し

た
活
性
化
策
、
新
規
誘
致
開

業
店
舗
の
誘
致
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
計

画
に
お
け
る
道
路
網
の
整
備

な
ど
、
多
賀
大
社
前
駅
前
の

大
型
駐
車
場
整
備
の
必
要
性

も
あ
り
、
優
先
度
、
必
要
性

を
考
慮
し
推
進
す
る
。

　
　
災
害
緊
急
時
の
町
民
へ

の
伝
達
対
策
は
。

①
町
民
へ
の
的
確
な
早
期
伝

達
の
避
難
誘
導
と
確
実
な
通

報
手
段
の
構
想
は

②
有
線
放
送
設
備
へ
新
た
な

る
活
用
法
の
可
能
性
は

③
企
業
・
福
祉
施
設
と
の
協

議
、
緊
急
時
の
物
品
提
供
な

ど
の
協
定
は

総
務
課
長

　
　

①
総
合
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
メ
ー
ル
配
信
、

有
線
放
送
回
線
で
の
各
区
長

宛
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
避

難
所
・
情
報
伝
達
、
広
報
車

や
一
部
地
域
で
の
衛
星
携
帯

電
話
が
あ
る
。

　

他
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、
デ
ジ
タ
ル

同
報
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
な
ど
あ
る
が
、
初
期
投

資
額
・
維
持
管
理
費
の
高
額

な
ど
、
今
後
検
討
す
る
。

②
設
備
の
老
朽
化
・
加
入
率

な
ど
、
改
修
・
加
入
も
含
め

有
線
放
送
と
協
議
す
る
。

③
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
、
キ
リ
ン

ビ
バ
レ
ッ
ジ
、
コ
メ
リ
、
ニ
イ

タ
カ
の
他
、
地
区
工
業
会
、

水
道
組
合
、
自
動
車
組
合
、

他
に
10
企
業
・
組
合
と
協
定

を
締
結
済
み
。

　
　

①「
柔
道
・
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
」
に
か
わ
る
他

の
交
流
候
補
は

②
文
化
・
教
育
で
の
交
流
予

定
は

③
修
学
旅
行
の
民
泊
な
ど
で

交
流
は
で
き
な
い
か

生
涯
学
習
課
長

　
　

①
小
・
中
学
生
親
善
使

節
団
を
募
集
し
、
日
置
市
と

の
交
流
事
業
を
検
討
中
。

②
幅
広
い
分
野
で
交
流
検
討

し
た
い
。

③
修
学
旅
行
は
各
学
校
が
教

育
目
的
で
実
施
す
る
た
め
民

泊
は
考
え
て
い
な
い
。

問

問

問

問

答

答

答

答有効利用を有効利用を有効利用を

高宮池高宮池高宮池

駅前開発は駅前開発は駅前開発は

多賀大社前駅周辺多賀大社前駅周辺多賀大社前駅周辺

有線放送スピーカー有線放送スピーカー有線放送スピーカー

緊急時対応は緊急時対応は緊急時対応は

川 添  武 史

駅
前
開
発
は

質
問
２

兄
弟
・
友
好
都
市
盟
約
で

小
・
中
学
生
の
交
流
策
は

質
問
２

質問１

高宮池の今後の利用は

  スマートインター建設時に活用を検討
ー町長ー

木 下  茂 樹

質問１

災害・緊急時の町民への伝達対策は

  あらゆる方式を検討中
ー総務課長ー

かわ ぞえたけ し

17■ 木下茂樹
きの した しげ き

18■ 松居　亘
まつ　い　　　わたる

18■ 尾谷忠之
お たに ただ し

19■ 菅森照雄
すが　もり てる お

19■ 山口久男
やまぐち ひさ お

20■ 大橋富造
おお　はし とみ ぞう

20■ 北川久二
きた がわきゅうじ

21■ 森　令三
もり　　　れい ぞう

かわ　ぞえ　　たけ　　し

きの　した　　しげ　　き
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町
政
を
問
う

　
　

周
辺
整
備
に
つ
い
て
、

過
去
の
質
問
に
対
し
「
駐
車

場
整
備
、
ト
イ
レ
整
備
の
必

要
性
を
認
識
さ
れ
検
討
す

る
」
と
答
弁
さ
れ
た
。「
河

内
風
穴
」
は
町
の
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
。

　

夏
場
に
は
県
道
多
賀
醒
ヶ

井
線
で
観
光
客
に
よ
る
渋
滞

が
発
生
し
、
緊
急
車
輌
の
通

行
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

整
備
計
画
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

①
ト
イ
レ
の
改
修
計
画
を
検

討
さ
れ
た
の
か

②
駐
車
場
の
整
備
計
画
は

町
長

　
　

①
観
光
客
の
増
加
、
芹

谷
地
域
の
活
性
化
に
お
い
て

も
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
り
、

重
要
案
件
と
認
識
し
て
い
る
。

地
元
関
係
者
と
ト
イ
レ
整
備

に
向
け
た
具
体
策
の
協
議
の

場
を
設
け
た
い
。

②
駐
車
場
不
足
に
よ
る
渋
滞

な
ど
現
状
で
の
問
題
点
を
把

握
し
事
業
主
体
や
維
持
管

理
・
運
営
に
む
け
協
議
を
進

め
た
い
。

　
　
①
国
保
の
加
入
者
負
担

率
が
高
い
が
そ
の
認
識
は

②
国
保
加
入
者
の
所
得
の
状

況
は
。
国
保
収
入
総
額
に
対

す
る
国
庫
負
担
は

③
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
で

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

④
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
均
等
割
の
軽
減
措

置
を
求
め
る
こ
と
は

税
務
住
民
課
長

　
　

①
高
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
国
民
皆
保
険
の
受

け
皿
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
や
無
職
の
占
め
る
割
合
が

高
く
、
医
療
費
必
要
者
が
多

い
こ
と
が
要
因
。

②
一
人
当
り
所
得
は
55
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
県
下
９
番

目
の
所
得
水
準
。
国
庫
負
担

は
医
療
費
の
41
％
。

③
町
全
体
の
予
算
を
圧
迫
す

る
た
め
、
法
定
外
繰
入
は
段

階
的
に
解
消
し
て
い
く
。

④
町
で
は
、
様
々
な
子
育
て

施
策
を
し
て
い
る
た
め
、
均

等
割
の
軽
減
措
置
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

　
　
①
住
民
説
明
会
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
住
民
の

意
見
集
約
は

②
説
明
会
で
の
要
望
は

③
説
明
会
に
出
ら
れ
な
い
高

齢
者
、
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
は

④
交
通
不
便
地
の
利
便
性
の

確
保
は

⑤
無
料
の
巡
回
バ
ス
運
行
、

免
許
証
返
納
者
や
高
齢
者
の

料
金
割
引
は

企
画
課
長

　
　

①
９
月
か
ら
11
月
ま
で

に
６
集
落
で
開
催
。
意
見
は

全
て
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
へ
情
報
提
供
を
す
る
。

②
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
個
々
に
検
討
す
る
。

③
予
定
し
て
い
な
い
。

④
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
は
一
般

の
方
に
も
利
用
で
き
る
。

⑤
費
用
負
担
が
大
幅
に
増
加

す
る
た
め
、
検
討
す
る
予
定

は
し
て
い
な
い
。

問

問

答

問答

答

交差点が課題交差点が課題交差点が課題

早期の改修を早期の改修を早期の改修を

河内風穴のトイレ河内風穴のトイレ河内風穴のトイレ

河内風穴のトイレ河内風穴のトイレ河内風穴のトイレ

駐車場の整備を駐車場の整備を駐車場の整備を

河内風穴への道河内風穴への道河内風穴への道

敏満寺地先敏満寺地先敏満寺地先

菅 森  照 雄

公
共
交
通
の

再
編
は

質
問
２

質問１

河内風穴のトイレ改修と駐車場整備は

  協議の場をつくり進める
ー町長ー

山 口  久 男

質問１

国民健康保険税の引き下げを

  引き下げは難しい
ー税務住民課長ー

　
　

①
滋
賀
県
水
道
事
業
の

広
域
連
携
協
議
会
は

②
計
画
的
な
資
産
管
理
は

③
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
た

管
路
の
存
在
と
更
新
は

④
公
共
施
設
等
運
営
権
の
民

間
業
者
設
定
は

⑤
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
更
新
制
度
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
県
、各
市
町
、企
業
庁
、

学
識
経
験
者
で
構
成
。
水
道

事
業
の
広
域
的
な
連
携
強
化

に
つ
い
て
検
討
。

②
今
年
度
に
中
長
期
的
な
経

営
の
基
本
計
画
で
あ
る
経
営

戦
略
を
策
定
し
、
資
産
管
理

に
備
え
る
。

③
耐
用
年
数
を
超
え
た
管
路

は
15
．９
ｋ
ｍ
あ
る
。
管
路
の

重
要
度
に
応
じ
て
計
画
的
に

更
新
を
図
っ
て
い
く
。

④
命
の
水
と
し
て
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
安
易

に
民
間
委
託
で
き
な
い
。

⑤
工
事
事
業
者
の
資
質
の
保

持
や
実
態
と
の
乖
離
を
防
止

す
る
た
め
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

　
　

①
国
及
び
県
か
ら
の
改

正
民
法
の
説
明
会
は

②
住
民
の
周
知
は

③
若
年
層
保
護
対
策
は

④
債
権
に
関
す
る
住
民
相
談

の
対
応
は

⑤
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に

伴
い
成
人
式
の
扱
い
は

総
務
課
長

　
　

①
国
・
県
で
は
ま
だ
説

明
会
は
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

②
広
報
紙
や
有
線
放
送
で
、

適
切
に
周
知
を
は
か
る
。

③
若
年
層
へ
の
消
費
者
教
育

を
充
実
さ
せ
、
消
費
者
被
害

の
拡
大
防
止
に
努
め
る
。

④
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
8
8
や
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
活
用
を
進
め
る
。

生
涯
学
習
課
長

　
　

⑤
対
象
者
・
対
象
者
の

保
護
者
の
声
を
聞
き
、
近
隣

市
町
の
動
向
を
注
視
し
、
実

施
方
法
を
検
討
す
る
。

　
　
①
国
道
３
０
７
号
の
凍

結
・
積
雪
に
よ
る
渋
滞
、
事

故
対
策
は

②
尼
子
か
ら
四
ッ
屋
ま
で
の

道
路
拡
幅
は

③
四
ッ
屋
ト
ン
ネ
ル
交
差
点

の
安
全
対
策
は

④
県
道
佐
目
敏
満
寺
線
と
上

り
線
ア
ク
セ
ス
道
路
交
差
点

の
安
全
対
策
は

⑤
ア
ク
セ
ス
道
路
の
除
雪
対

策
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
事
業
化
検
討
路
線
と

し
て
整
備
計
画
が
あ
る
。
県

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
、
拡
幅
す

る
計
画
は
な
い
。

③
通
行
車
両
の
動
き
を
精
査

し
、
対
策
を
検
討
す
る
。

④
警
察
の
意
見
を
聞
き
、
詳

細
検
討
を
進
め
る
。

⑤
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
主

体
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
①
重
要
業
績
評
価
検
証

シ
ー
ト
の
公
表
は

②
再
生
計
画
推
進
協
議
会
の

設
立
は

③
木
材
一
貫
生
産
体
制
構
築

の
基
礎
は

④
特
産
品
直
売
所
の
計
画
は

⑤
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
定
創
設

事
業
の
取
り
組
み
は

企
画
課
長

　
　

①
現
在
取
り
ま
と
め
中

で
、
近
々
、
公
表
す
る
。

産
業
環
境
課
長

　
　

②
再
生
計
画
推
進
協
議

会
は
設
立
さ
れ
て
い
な
い
。

③
公
民
館
の
木
材
調
達
で
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

④
生
産
、
加
工
、
販
売
の
体

制
づ
く
り
に
は
時
間
を
要
す
。

生
産
者
の
主
体
性
を
求
め
て

生
き
た
い
。

⑤
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
定
基
準

の
作
成
と
と
も
に
商
標
登
録

も
必
要
と
考
え
る
。

問

問

問

答

問答答

答答 答

松 居 　 亘

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
と

林
・
農
・
観
再
生
計
画
は

質
問
２

改
正
民
法
の

取
り
扱
い
は

質
問
２

尾 谷  忠 之

質問１

水道基盤の強化は

  インフラ施設として役割を果たす
ー地域整備課長ー

まつ　 い　　　　わたるすが　もり　　 てる　　お

お　 たに　　ただ　　しやま　ぐち　　ひさ　　お

質問１

(仮称)多賀スマートインターチェンジの周辺整備は

  地域の声を聞き進める
ー地域整備課長ー

か
い    

り



　
　

児
童
館
の
移
設
と
、
子

育
て
環
境
を
整
え
た
野
外
公

園
へ
の
シ
フ
ト
は

生
涯
学
習
課
長

　
　

解
体
移
設
の
予
定
は
な

い
が
幼
児
、
子
ど
も
が
遊
べ

る
公
園
に
つ
い
て
は
協
議
し
、

方
向
性
を
見
出
す
。

　
　

働
き
方
改
革
へ
の
取
り

組
み
、
状
況
と
見
解
は

副
町
長

　
　

ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
て
労
働
者

の
安
心
就
労
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
定
住
支
援
の
取
り

組
み
推
進
に
努
め
る
。
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町
政
を
問
う

　
　

①
会
議
に
提
出
さ
れ
る

危
険
箇
所
の
一
連
の
流
れ
は

②
合
同
点
検
で
道
路
標
識
の

要
望
、
必
要
性
は
な
か
っ
た

の
か

③
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
実
施

区
間
と
進
捗
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
構
成
員
に
よ
る
合
同

点
検
に
よ
り
対
策
箇
所
の
検

討
。

②
今
年
度
は
設
置
せ
ず
経
過

観
察
と
し
現
状
把
握
。

③
現
時
点
で
実
施
区
間
未
決

定
、
協
議
が
整
い
次
第
実
施
。 　

　

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
銅
像
・

記
念
碑
等
の
調
査
は

②
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

対
し
て
の
安
全
確
保
は

③
町
管
理
施
設
の
安
全
点
検

は教
育
次
長

　
　

①
撤
去
・
補
強
・
立
ち

入
り
禁
止
等
対
応
済
み
。

②「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
」
指
導
を
徹
底
。

総
務
課
長

　
　

③
安
全
点
検
が
必
要
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
無
し
。

問

問 問

答 答答

森 　 令 三

質問１

通学路の安全推進は（大滝小学校）

  地域の声を反映し協議を進める
ー地域整備課長ー

　
　

現
在
の
５
・
６
年
生
で

の
外
国
語
活
動
が
２
０
２
０

年
か
ら
は
教
科
と
な
り
、
外

国
語
教
育
と
教
員
の
能
力
向

上
が
重
要
で
あ
る
。
多
賀
町

の
教
育
方
針
は

教
育
長

　
　

外
国
人
英
語
指
導
助
手

を
雇
用
し
、
充
実
を
図
り
町

独
自
に
１
・
２
年
生
か
ら
基

本
的
な
表
現
活
動
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

多
く
の
た
め
池
の
経
過

年
数
が
1
0
0
年
か
ら

3
0
0
年
。
決
壊
し
下
流
の

人
家
等
に
大
き
な
被
害
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
各
管
理
者

へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
財
政
支
援
も
必
要

で
は

町
長

　
　

中
長
期
の
改
修
計
画
を

し
っ
か
り
作
成
し
、
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
り
、
た
め

池
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
維

持
す
る
。

　
　

職
員
非
常
招
集
訓
練
の

実
施
は
さ
れ
た
か

副
町
長

　
　

年
度
、
台
風
・
地
震
等

を
想
定
し
た
メ
ー
ル
配
信
招

集
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
数
年
、
3
0
0
万
円
の

予
算
と
な
っ
て
い
る

①
要
望
さ
れ
た
自
治
会
数
と

要
望
件
数
、
対
応
さ
れ
た
件

数
は

②
毎
年
度
3
0
0
万
円
の
予

算
を
増
額
す
る
考
え
は

③
地
元
負
担
の
在
り
方
の
見

直
し
が
必
要
で
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
29
年
度
は
24
集
落

1
3
9
件
で
28
件
対
応
し
た
。

町
長

　
　

②
3
0
0
万
円
を
維
持
。

必
要
に
応
じ
補
正
対
応
す
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
交

付
金
の
活
用
を
。

問問

問問

答答

問答答

答答答

大 橋  富 造

快
適
に
暮
ら
せ
る

生
活
基
盤
の
充
実
は

質
問
２

地
域
に
お
け
る

働
き
方
改
革
は

質
問
２

小
学
生
の
外
国
語

教
育
の
方
針
は

質
問
３

地
震
に
お
け
る

通
学
路
の
安
全
確
保
は

質
問
２

北 川  久 二

質問１

ため池の安全確保と防災訓練は

  中長期改修計画をしっかりと作成
ー町長ー

多賀小学校多賀小学校多賀小学校

児童館の遊具児童館の遊具児童館の遊具

子どもが遊べる公園を子どもが遊べる公園を子どもが遊べる公園を

敏満寺大門池敏満寺大門池敏満寺大門池

質問１

町立児童館の有効活用は

  子どもが遊べる公園を検討
ー生涯学習課長ー

おお　はし　　とみ　ぞうもり　　　　れい ぞう

きた　がわ　　きゅう じ

　私たちは、議会活動の充実を図る
ため、各集落や各団体の皆さまとの
懇談会を開催しています。
　懇談会は、随時受付をしています。
開催日程、場所など、ご相談に応じ
させていただきます。お気軽にご連
絡ください。

　私たちは、議会活動の充実を図る
ため、各集落や各団体の皆さまとの
懇談会を開催しています。
　懇談会は、随時受付をしています。
開催日程、場所など、ご相談に応じ
させていただきます。お気軽にご連
絡ください。

　私たちは、議会活動の充実を図る
ため、各集落や各団体の皆さまとの
懇談会を開催しています。
　懇談会は、随時受付をしています。
開催日程、場所など、ご相談に応じ
させていただきます。お気軽にご連
絡ください。

【募集内容・要件】
　◎町内で撮影されたもの
　◎未発表のオリジナル作品
　◎被写体の肖像権・財産権・使用権の
　　承諾が得られているもの
　◎デジタル画像で撮影されたもの
【募集方法】
　◎データの持ち込みまたはメールで
　　ご応募ねがいます。
　　メール本文には、氏名・電話番号・
　　撮影日・撮影場所を記載ください。
　※広報常任委員会で選考し、ご応募い
　　ただきましたお写真の返却はいたし
　　ませんので予めご了承ください。
　※詳細はＨＰにも案内しております。

表紙写真募集！！
『議会広報たが』の表紙写真を
募集いたします。

学校の庭石等の安全確保を学校の庭石等の安全確保を学校の庭石等の安全確保を

通学路の安全を通学路の安全を通学路の安全を

外国語教育の方針は外国語教育の方針は外国語教育の方針は

ため池の安全をため池の安全をため池の安全を

生活基盤の充実を生活基盤の充実を生活基盤の充実を

道路舗装箇所道路舗装箇所道路舗装箇所

川相地先川相地先川相地先

多賀小学校多賀小学校多賀小学校

気軽に懇談懇談気軽に懇談気軽に懇談
しませんか？しませんか？しませんか？

議会事務局　☎４８－８１２６
　　　　　(有線 )２－２０１１
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何
か
と
忙
し
い
で
す
が
、

地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
、
充

実
し
た
楽
し
い
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

沢
山
の
方
々
か
ら
米
ぬ
か

や
野
菜
の
間
引
き
菜
、
そ
ば

殻
な
ど
を
い
た
だ
き
、
鶏
た

ち
の
餌
と
し
て
与
え
て
い
ま

す
。
ケ
ー
ジ
に
入
れ
ず
に
平

飼
い
で
、
で
き
る
限
り
自
然

に
近
い
飼
い
方
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

大
阪
か
ら
多
賀
町
へ
移
住

し
た
き
っ
か
け
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
し
た
。

　

ダ
ム
建
設
が
中
止
と
な
っ

た
水
谷
で
活
動
を
行
う
な
か

で
、
沢
山
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
是
非
こ
の
多
賀

町
に
定
住
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
阪
で
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
関
連
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
い
つ
か
農
業
を

生
業
に
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
養
鶏
農
家
に
な
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
無
事
３
年
間
の
任

期
を
終
え
、
水
谷
に
定
住
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経
て
養
鶏
農
家
に

第７回

議会を傍聴してみませんか？を してみませんか？を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

12月定例会の日程予定12月定例会の日程予定12月定例会の日程予定

※日程は変更になる場合があります。

議会事務局　☎４８－８１２６  (有線)２－２０１１

本会議が傍聴できます。会　期

12月  4日

12月21日
 　(18日間)

～
4日(火） 9：30～　議案審議

5日(水） 9：30～　一般質問

21日(金）13：30～　議案審議

　

協
力
隊
の
時
に
も
行
っ
て

い
た
お
米
づ
く
り
や
、
畑
で

野
菜
も
育
て
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
野
菜
や
卵
は
、

毎
週
月
、
水
、
土
曜
日
に
多

賀
大
社
前
駅
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
も
ん
ぜ
ん
市
」
に
出

荷
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

養
鶏
業
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
こ
と
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

多
賀
町
に
移
住
し
て
今
年

で
５
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

幸
い
に
も
沢
山
の
方
々
か
ら

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
毎
日

で
す
。

　

得
意
分
野
を
活
か
し
て
、

少
し
で
も
多
賀
の
発
展
、
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
町

の
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
事
業
実
績
を
審

査
し
て
、
新
年
度
の
予
算

編
成
に
ど
う
活
か
す
の
か

を
話
し
合
い
ま
し
た
。　

　

皆
様
か
ら
の
ご
指
摘
や

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　

川
岸　

真
喜　

記

　

今
秋
は
大
型
の
台
風
の

被
害
が
多
く
、
さ
ら
な
る

安
全
の
確
保
や
、
防
災
の

取
り
組
み
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
住
民
ど
お

し
の
つ
な
が
り
の
尊
さ
や
、

協
力
の
大
事
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

多
賀
町
と
の
出
会
い

水
谷
に
定
住
し
て

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

山
下   

政
満
さ
ん

水
谷
在
住やま

し
た

ま
さ
み
つ

おいしい卵を届けますおいしい卵を届けます

もんぜん市のみなさんもんぜん市のみなさん

収穫野菜の販売収穫野菜の販売

にぎわう「もんぜん市」にぎわう「もんぜん市」
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